[bookmark: _GoBack]私たちにできること
温暖化を防止するためには、私たちのライフスタイルを変革することが不可欠となります。できるだけ不要なものを買わず、大事にものを使い、再利用やリサイクルを心がけることはとても重要なことです。また、節電をしたり、外出時の車利用を自転車や公共機関に切り替えたりする努力も必要です。
●家庭でできる取組み
日本のCO2排出量の約半分は家庭と密接に関係しています。私たちが日常生活の中で行える省エネ、節電、節ガスなどの対策を考えましょう。

・暖房の温度を1℃低く、冷房の温度を1℃高くするために、カーテンを利用し　　　　　たり、クールビズやウォームビズを取り入れたりすることで、冷暖房機に頼らないで過ごせます。冷暖房を始める時期も少し待ってみましょう。
・シャワーを1日1分家族全員が減らすために、身体を洗っている間、お湯を流しっぱなしにしないようにしましょう。
・風呂の残り湯を洗濯に使いまわし、洗濯や庭の水やりのほか、トイレの水に使っている人もいます。残り湯利用のために市販されているポンプを使うと便利です。

●家庭でできる取組み
日本のCO2排出量の約半分は家庭と密接に関係しています。私たちが日常生活の中で行える省エネ、節電、節ガスなどの対策を考えましょう。

例１）暖房の温度を1℃低く、冷房の温度を1℃高くするために、カーテンを利用したり、クールビズやウォームビズを取り入れたりすることで、冷暖房機に頼らないで過ごせます。冷暖房を始める時期も少し待ってみましょう。
例２）シャワーを1日1分家族全員が減らすために、身体を洗っている間、お湯を流しっぱなしにしないようにしましょう。
例３）風呂の残り湯を洗濯に使いまわし、洗濯や庭の水やりのほか、トイレの水に使っている人もいます。残り湯利用のために市販されているポンプを使うと便利です。



ジャーの保温を止める 
ポットやジャーの保温は利用時間が長いため、多くの電気を消費します。ごはんは電子レンジで温め直すほうが電力の消費は少なくなります。
家族が同じ部屋で団らんし、暖房と照明の利用を2割減らす 
家族が別々の部屋で過ごすと、暖房も照明も余計に消費します。
1  買い物袋を持ち歩き、省包装の野菜を選ぶ 
トレーやラップは家に帰れば、すぐゴミになってしまいます。買い物袋を持ち歩けばレジ袋を減らせます。
2  テレビ番組を選び、1日1時間テレビ利用を減らす 
見たい番組だけを選んでみる習慣をつけましょう。
3 週2日往復8kmの車の運転をやめる 
通勤や買い物の際にバスや鉄道、自転車を利用しましょう。
4  1日5分のアイドリングストップを行う 
駐車や長時間停車する時は、車のエンジンを切りましょう。大気汚染物質の排出削減にも寄与します。
5 待機電力を50%削減する 
主電源を切りましょう。長時間使わない時は、コンセントを抜きましょう。また、家電製品の買い替えの際には待機電力の少ないモノを選ぶようにしましょう。
文責：高橋尚道
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＜参考＞
・気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第4次評価報告書　第1作業部会（2007年2月2日発表）
・全国地球温暖化防止活動推進センター（JCCCA）
・NPO ネットワーク「地球村」

私たちにできること


 


温暖化を防止するためには、私たちのライフスタイルを変革することが不可欠


となります。できるだけ不要なものを買わず、大事にものを使い、再利用やリ


サイクルを心がけることは


とても


重要なことです。また、節電をしたり、外出


時の車利用を自転車や公共機関に切り替えたりする努力も必要です。


 


�œ


‰Æ’ë‚Å‚Å‚«‚éŽæ‘g‚Ý


 


“ú–{‚Ì


CO2


”r�o—Ê‚Ì–ñ”¼•ª‚Í‰Æ’ë‚Æ–§�Ú‚ÉŠÖŒW‚µ‚Ä‚¢‚Ü‚·�BŽ„‚½‚¿‚ª“ú�í�¶Šˆ


‚Ì’†‚Å


�s‚¦‚é


�ÈƒGƒl�A�ß“d�A�ßƒKƒX‚È‚Ç


‚Ì‘Î�ô‚ð�l‚¦‚Ü‚µ‚å‚¤�B


 


 


�E


’g–[‚Ì‰·“x‚ð


1


�Ž’á‚­�A


—â–[‚Ì‰·“x‚ð


1


�Ž�‚‚­‚·‚é


‚½‚ß‚É�A


ƒJ�[ƒeƒ“‚ð—˜—p‚µ


     


‚½‚è�AƒN�[ƒ‹ƒrƒY‚âƒEƒH�[ƒ€ƒrƒY‚ðŽæ‚è“ü‚ê


‚½


‚è


‚·


‚é


‚±‚Æ‚Å�A—â’g–[‹@‚É—Š‚ç


‚È‚¢‚Å‰ß‚²‚¹


‚Ü‚·�B


—â’g–[‚ðŽn‚ß‚éŽžŠú‚à�­‚µ‘Ò‚Á‚Ä‚Ý


‚Ü‚µ‚å‚¤


�B


 


�E


ƒVƒƒƒ��[‚ð


1


“ú


1


•ª‰Æ‘°‘Sˆõ‚ªŒ¸‚ç‚·


‚½‚ß‚É�A


�g‘Ì‚ð�ô‚Á‚Ä‚¢‚éŠÔ�A‚¨“’‚ð


—¬‚µ‚Á‚Ï‚È‚µ‚É‚µ‚È‚¢‚æ‚¤‚É‚µ‚Ü‚µ‚å‚¤�B


 


�E•—˜C‚ÌŽc‚è“’‚ð�ô‘ó‚ÉŽg‚¢‚Ü‚í‚µ�A


�ô‘ó‚â’ë‚Ì�…‚â‚è‚Ì‚Ù‚©�AƒgƒCƒŒ‚Ì�…‚É


Žg‚Á‚Ä‚¢‚é�l‚à‚¢‚Ü‚·�BŽc‚è“’—˜—p‚Ì‚½‚ß‚ÉŽs”Ì‚³‚ê‚Ä‚¢‚éƒ|ƒ“ƒv‚ðŽg‚¤‚Æ•Ö


—˜‚Å‚·�B


 


 


�œ


‰Æ’ë‚Å‚Å‚«‚éŽæ‘g‚Ý


 


“ú–{‚Ì


CO2


”r�o—Ê‚Ì–ñ”¼•ª‚Í‰Æ’ë‚Æ–§�Ú‚ÉŠÖŒW‚µ‚Ä‚¢‚Ü‚·�BŽ„‚½‚¿‚ª“ú�í�¶Šˆ


‚Ì’†‚Å�s‚¦‚é�ÈƒGƒl�A�ß“d�A�ßƒKƒX‚È‚Ç‚Ì‘Î�ô‚ð�l‚¦‚Ü‚µ‚å‚¤�B


 


 


—á‚P�j


’g–[‚Ì‰·“x‚ð


1


�Ž’á‚­�A—â–[‚Ì‰·“x‚ð


1


�Ž�‚‚­‚·‚é‚½‚ß‚É�A


ƒJ�[ƒeƒ“‚ð—˜


—p‚µ‚½‚è�AƒN�[ƒ‹ƒrƒY‚âƒEƒH�[ƒ€ƒrƒY‚ðŽæ‚è“ü‚ê‚½‚è‚·‚é‚±‚Æ‚Å�A—â’g–[‹@‚É


—Š‚ç‚È‚¢‚Å‰ß‚²‚¹‚Ü‚·�B—â’g–[‚ðŽn‚ß‚éŽžŠú‚à�­‚µ‘Ò‚Á‚Ä‚Ý‚Ü‚µ‚å‚¤�B


 


—á‚Q�j


ƒVƒƒƒ��[‚ð


1


“ú


1


•ª‰Æ‘°‘Sˆõ‚ªŒ¸‚ç‚·‚½‚ß‚É�A�g‘Ì‚ð�ô‚Á‚Ä‚¢‚éŠÔ�A‚¨


“’‚ð—¬‚µ‚Á‚Ï‚È‚µ‚É‚µ‚È‚¢‚æ‚¤‚É‚µ‚Ü‚µ‚å‚¤�B


 


—á‚R�j


•—˜C‚ÌŽc‚è“’‚ð�ô‘ó‚ÉŽg‚¢‚Ü‚í‚µ�A


�ô‘ó‚â’ë‚Ì�…‚â‚è‚Ì‚Ù‚©�AƒgƒCƒŒ‚Ì


�…‚ÉŽg‚Á‚Ä‚¢‚é�l‚à‚¢‚Ü‚·�BŽc‚è“’—˜—p‚Ì‚½‚ß‚ÉŽs”Ì‚³‚ê‚Ä‚¢‚éƒ|ƒ“ƒv‚ðŽg‚¤


‚Æ•Ö—˜‚Å‚·�B


 




私たちにできること   温暖化を防止するためには、私たちのライフスタイルを変革することが不可欠 となります。できるだけ不要なものを買わず、大事にものを使い、再利用やリ サイクルを心がけることは とても 重要なことです。また、節電をしたり、外出 時の車利用を自転車や公共機関に切り替えたりする努力も必要です。   ● 家庭でできる取組み   日本の CO2 排出量の約半分は家庭と密接に関係しています。私たちが日常生活 の中で 行える 省エネ、節電、節ガスなど の対策を考えましょう。     ・ 暖房の温度を 1 ℃低く、 冷房の温度を 1 ℃高くする ために、 カーテンを利用し       たり、クールビズやウォームビズを取り入れ た り す る ことで、冷暖房機に頼ら ないで過ごせ ます。 冷暖房を始める時期も少し待ってみ ましょう 。   ・ シャワーを 1 日 1 分家族全員が減らす ために、 身体を洗っている間、お湯を 流しっぱなしにしないようにしましょう。   ・風呂の残り湯を洗濯に使いまわし、 洗濯や庭の水やりのほか、トイレの水に 使っている人もいます。残り湯利用のために市販されているポンプを使うと便 利です。     ● 家庭でできる取組み   日本の CO2 排出量の約半分は家庭と密接に関係しています。私たちが日常生活 の中で行える省エネ、節電、節ガスなどの対策を考えましょう。     例１） 暖房の温度を 1 ℃低く、冷房の温度を 1 ℃高くするために、 カーテンを利 用したり、クールビズやウォームビズを取り入れたりすることで、冷暖房機に 頼らないで過ごせます。冷暖房を始める時期も少し待ってみましょう。   例２） シャワーを 1 日 1 分家族全員が減らすために、身体を洗っている間、お 湯を流しっぱなしにしないようにしましょう。   例３） 風呂の残り湯を洗濯に使いまわし、 洗濯や庭の水やりのほか、トイレの 水に使っている人もいます。残り湯利用のために市販されているポンプを使う と便利です。  

